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1. 研究の概要
1-1. 研究の背景と目的

一般に、既成市街地で新たに大規模敷地を生み出す
ことは困難である。博覧会会場の跡地や旧軍用地の転
活用は都市構造の再編に大きな影響を与えたとされ、
また中心市街地における大規模施設の跡地は都市機能
の更新において重要な役割を果たす。本研究の対象地
である福岡市にも、旧軍用地の存在や博覧会が複数回
開催されてきた歴史があり (1)、それらの大規模敷地の
利用は都市形成に少なからず影響を与えてきたと考え
られる。

そこで本研究は福岡市都心部 (2) の明治以降の跡地
発生と利用の実態を整理し、都市形成過程における跡
地利用の関わりを明らかにすることを目的とする。
1-2. 既往研究と本研究の位置付け

跡地に関しては、今村ら 1) の旧軍用地の研究や土屋
ら 2) の工場跡地に関する研究など、特定の種類の研究
が主である。小林ら 3) の研究では、公共公益施設の跡
地利用実態を中心市街地活性化の観点から評価してい
る。本研究では、跡地の種類と年代を幅広く扱い、跡
地利用の観点から都市形成過程を考察する点に新規性
がある。
1-3. 研究の流れ

本稿では 2 章で明治以降の福岡市の発展の動向と、
発展の中での福岡部と博多部 (3) の関係性をまとめ
る。その中で福岡の都市空間の形成に大きく寄与した
因子を見出す。3 章では住宅地図などを用いて跡地活
用状況を整理した図を作成し、年代ごとに分析し、4
章で福岡市都心部での跡地活用の特徴や、地区ごとで
の跡地利用状況の差などを考察する。
1-4. 跡地の定義

跡地は『広辞苑』では「建物を取りこわした後の土
地」とされる。本研究では、主に公共公益施設の跡地
を対象とし、加えて旧軍用地や博覧会の跡地、埋め立
てや区画整理に伴う面的な市街地の拡大によって生じ
た土地を扱うこととする。これは中心市街地での土地
活用全般を把握するためであり、これらを総じて跡地
と呼ぶこととする。

2. 福岡の歴史的背景
本章では参考文献 4) に基づき福岡市の近代以降の発

展の経緯を整理する (表 1)。

2-1. 福岡市の発展
明治期、九州の政治の中心は熊本、経済の中心は長

崎という構図であった。福岡市では 1910 年、第十三
回九州沖縄八県連合共進会 ( 以下第十三回共進会とす
る ) が佐賀堀の埋立地で開催され、路面電車の整備や
電燈会社の設立など都市基盤整備が進行した。

その後、福岡市が他都市から抜け出して九州随一の
都市となる要因として、1911 年九州帝国大学が開設
されたことが挙げられる。長崎市、熊本市との競合の
末誘致に成功した福岡市に、その後政府の出先機関が
集積していくようになった。

1945 年の福岡大空襲により、福岡都心部は大きな
被害を受けたが、特需景気の影響を大きく受け復興し
活気を取り戻していった。

1960 年代、他都市が工業都市を目指す中、福岡市
は一度工業都市を目指すものの軌道修正し、九州の
管理中枢都市を目指していった (4)。その後福岡市は
1972 年に政令指定都市に指定され、新幹線や高速道
路の開通などにより広域拠点性を高めていった。
2-2. 福岡部と博多部の変化

福岡部は黒田氏によって築かれた福岡城の城下町で
あり、博多部は中世から交易の自由や町人による自治
が認められていた商業都市であった。商人の町として
活気を持ったまま明治に入った博多部とは対照に、福
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表1　福岡市の歴史略年表(参考文献4を基に筆者作成)
福岡市の出来事 跡地発生に関連する出来事

1900

1930

1960

1990

2020

市制の施行 福岡市の誕生 (1889)
博多駅 開業 (1889)
博多港 開港 (1899)

九州帝国大学 創立 (1911)

東亜勧業博覧会 開催 (1927)

博多築港記念大博覧会 開催 (1936)

福岡大空襲 (1945)

博多駅 移転 (1963)

政令指定都市となり 5 区が誕生 (1972)

福岡空港 民間航空再開 (1951)

山陽新幹線 開通 (1975)

天神ソラリア計画 (1986~1997)
アジア太平洋博覧会 開催 (1989)

JR 博多シティ開業 (2011)
天神ビッグバン (2015~)

第十三回九州沖縄八県連合共進会 開催 (1910)

旧軍用地の一部は接収され、他は国有地となる (1945)

博多駅地区区画整理事業 (1957~1978)

県庁が東公園へ移転する (1981)

福岡駅 開業 (1924)

戦災復興土地区画整理事業 (1947~1972)

都心部の小中学校の移転統合
　大浜小、御供所小、奈良屋小、冷泉小→博多小 (1998)
　簀子小、舞鶴小、大名小、舞鶴中→舞鶴小中学校 (2014)

第五回九州沖縄八県連合共進会 開催 (1887)

福岡市総合計画策定　第一次 (1961)
　　　　　　　　　　第二次 (1966)
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岡部は武家地としては衰退し、県庁を中心として官庁
街が形成された。

戦後、天神地区では焼け残った岩田屋と戦後作られ
た新天町商店街が代表的な商業機能であり、福岡駅の
高架移転に伴い高架下に名店街が出来た。1976 年天
神地下街が完成し、以降は天神地区に商業機能が一極
集中していった。これにより福岡市の商業の中心は天
神地区になった (図 1)。

博多部でも戦前の商店街が復興を果たし、明治通
り・昭和通りの周辺に繁華街が形成された。1963 年
に博多駅が移転開業し、駅周辺は土地区画整理事業に
よって新たな街区を形成した。博多駅周辺に業務機能
が集積し、九州の玄関口にふさわしい高層ビルの並ぶ
ビジネス街となった。この変化に伴い博多部の中心
は、明治通り・昭和通り周辺から博多駅周辺地区へと
推移した。

新博多駅ビルの開業 (2011) により、再び福岡市都
心部の構造が変化した。それまでビジネス街として認
識されていた博多駅地区に商業床が大幅に増加し、新
たに商業エリアとして認識されるようになった。現在
でも天神地区の優位性は変わらないが、博多部も大き
な集客力をもつようになった。キャナルシティ博多 (5)

の開業もあり、競合しながら福岡の街全体として成長
していく様相となった 5)。
2-3. 小結

福岡市の発展には、都市基盤の整備の面では佐賀堀

埋立地での第十三回共進会の開催が一つの契機であっ
た。他都市との競合から抜け出した面では明治に九州
帝国大学の誘致と、昭和に工業都市ではなく九州の管
理中枢都市を目指した点が重要であった。

福岡市中心部では、天神地区への県庁の立地と第
十三回共進会の跡地利用が福岡部が官庁街になったこ
とに繋がった。1970 年代より商業機能が天神地区へ
と一極集中するようになり、博多駅の移転により博多
部の中心地が移り業務機能が集積した。

3. 跡地の発生と利用の実態
住宅地図 6)7) や福岡地典 8)、市街地図 9) を基に、明

治以降の跡地の発生と利用実態を整理した。1900 年
から 30 年ごとに地図を比較し、利用の変化が起きて
いる場所を跡地利用が起きているとした。それぞれの
跡地化する前の機能と利用後の機能の集計を行い (表
2)(6)、利用後の機能で分類し地図上に図示した (図 2)。

3-1.1900-1930: 共進会跡地の活用
公共施設の跡地利用はほとんど見られず、共進会の

跡地利用が主である。佐賀堀埋立地を第十三回共進会
会場として利用後、公共施設用地として利用され、官
庁街となっていったことが読み取れる (図 2 の① )。
3-2.1930-1960: 戦災復興

全体として跡地利用数が多いのは、戦災復興とその
後の発展で機能の更新が行われたためだと推測され
る。旧軍用地の利用が顕著であり、利用後の機能は比
較的分散しているものの、官公署と教育施設としての
利用数が多い (図 2 の② )。他の年代に比べ住宅地と
しての利用が特徴的で、戦災者に向けて公有地を住宅
地として供給したためであった (図 2 の③ )。また天
神地区では公共施設に代わり商業機能が入り始めたこ
とも読み取れる (図 2 の④ )。
3-3.1960-1990: 都市の成長、市街地の拡大

この年代は跡地利用件数が最も多く、その中でも官
公署の跡地利用が最も多く行われている。埋立地や区

図１　福岡市都心部の概要
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1900-1930

埋立地・区画整理 1 1
共進会・博覧会跡地 7 3 1 4 1 18
軍用地 0
官公署 0 1 1
文化施設・スポーツ施設 0
公園 0
教育施設 1 1
その他 0
計 9 4 1 4 0 0 1 0 0 21

1930-1960
埋立地・区画整理 2 5 7
共進会・博覧会跡地 0
軍用地 4 2 1 4 1 1 13
官公署 6 1 1 2 10
文化施設・スポーツ施設 1 2 1 4
公園 2 2
教育施設 1 1 1 2 1 6
その他 1 1
計 16 4 2 10 3 4 3 1 0 431960-1990

埋立地・区画整理 7 4 3 3 1 18
共進会・博覧会跡地 0
軍用地 0
官公署 8 3 3 1 1 5 1 22
文化施設・スポーツ施設 1 1 1 3
公園 1 1 2
教育施設 3 2 1 2 1 9
その他 1 2 3
計 20 11 7 7 5 5 1 0 1 57

1990-2020

埋立地・区画整理  1        1
共進会・博覧会跡地          0
軍用地          0
官公署 3 1 1  3   1 2 11
文化施設・スポーツ施設  1 1     1  3
公園          0
教育施設  2 1 1  1 1  4 10
その他     1     1
計 3 5 3 1 4 1 1 2 6 26

表2　跡地利用の機能別件数

10以上5以上10未満
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化芸術振興の気運が高まった時代背景が反映している
(図 2 の⑧ )。
3-4.1990-2020: 都市の成熟、転換期へ

跡地発生件数が減少しているものの、中心部での公
共施設の商業機能化はさらに進んでいる (図 2 の⑨ )。
教育施設の跡地化が多く学校の統廃合が行われたこと
がわかる (図 2 の⑩ )。また未利用の土地が多く散見
されることから、都市の転換期を迎えていることがわ
かる。

4. 地区ごとの跡地利用の特徴
調査対象範囲を、博多部と福岡部、さらに福岡部を

中心市街地にあたる天神地区と主に旧軍用地の跡地利
用が行われた大濠地区に分けて (図 1) 分析する。そ
れぞれの年代における跡地利用数を地区別で分けて計
上し、地区ごとでの跡地利用状況を整理する (表 3)。

4-1. 福岡部天神地区
天神地区は第十三回共進会が開催された土地を中心

に絶えず跡地利用が繰り返された。従前、利用後の機
能はともに官公署が多くなっており、官公署が集積し
ていたことや転用を繰り返していることがわかる。天
神地区の大きな特徴は商業機能への活用が起こってい
ることであり、戦後の商業機能の集積に公共施設の跡
地利用が大きく関与した。天神地区は第十三回共進会
跡地を利用して官庁街を形成し、それら公共施設の跡
地をさらに商業機能へと変化させていくことで、中心
地となっていったと考えられる。

また、図 2 から現在の須崎公園での跡地利用が多い
ことも目立つ。跡地利用が多いことと、最終的に公園

画整理による土地の発生が見られるが、博多駅周辺の
区画整理地区には最低限の公共施設の設置にとどまっ
ている (図 2 の⑤ )。また、商業と事務所としての利
用が同数見られる。商業は天神地区での商業施設の集
積に与するもので、渡辺通りを中心とした商業地区の
形成が進んだことが読み取れる (図 2 の④⑥ )。それ
に対し、事務所は中心地から離れた場所での小規模
敷地の払い下げである (図 2 の⑦ )。ほかに、公園と
文化施設・スポーツ施設としての利用数に、市民の文

図2　利用後の機能別　跡地利用状況(参考文献6,7,8,9を基に筆者作成)
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※ベースマップは、上から 1930 年、1960 年、1990 年、2020 年の情報を基に筆者作成。
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天
神
地
区

埋立地・区画整理 1 1 2
共進会・博覧会跡地 7 2 4 13
軍用地 0
官公署 15 4 1 1 4 3 1 1 30
文化施設・スポーツ施設 2 3 1 1 1 8
公園 0
教育施設 4 1 1 3 9
その他 3 3
計 29 9 2 6 9 6 1 2 1 65

博
多
部

埋立地・区画整理 7 4 3 1 1     16
共進会・博覧会跡地          0
軍用地          0
官公署  1   1 1    3
文化施設・スポーツ施設          0
公園    1      1
教育施設 1 1 1 1   2  2 8
その他     1     1
計 8 6 4 3 3 1 2 0 2 29

大
濠
地
区

埋立地・区画整理 2 1 6 9
共進会・博覧会跡地 1 1 1 3
軍用地 4 2 1 4 1 1 13
官公署 4 3 1 3 2 13
文化施設・スポーツ施設 1 1 2
公園 2 1 3
教育施設 3 1 2 1 2 9
その他 1 1
計 13 9 7 13 0 3 3 1 4 53

表３　跡地利用の地区別件数
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や文化施設としての活用がされていることは、大濠・
舞鶴公園での跡地利用状況と類似している。
4-2. 博多部

博多部での跡地発生は他地区に比べ少なく、跡地利
用は埋立地や区画整理地区の利用が多くを占める。か
つての中心部である明治通り・昭和通り周辺には跡地
発生は見られず、海辺に港湾機能や文化施設を設置す
ることによりウォーターフロント地区が、区画整理後
の新しい博多駅周辺には最低限の公共施設が設置され
業務地区が形成されている。

博多は自治を認められた商人の町であったため中心
部は民有地であり続け、大規模な公共施設や博覧会・
共進会の用地を確保できなかったことがこの結果の要
因の一つと考えられる。実際は博多部でも土地の取引
が起きているが、それは民間同士での取引が主で、大
規模な跡地利用はキャナルシティ博多への活用のみで
あった。現在の博多部の業務・商業の中心地は、中世
の既成市街地の外側に作られた博多駅周辺地区となっ
ており、明治期に官庁街ができてから福岡部の中心地
であり続けた天神地区とは対照的である。このことは
両地区での跡地発生・利用状況に大きく差があること
の影響があると推測される。
4-3. 福岡部大濠地区

大濠地区での跡地利用はほとんどが旧福岡城内での
利用である。福岡城内は陸軍用地となり、大濠は一部
埋め立てられ東亜勧業博覧会会場とされ、その後は大
濠公園となった。戦後、旧軍用地は未利用の国有地と
なり、様々な主体に利用された。戦前は天神地区に位
置し戦災復興の影響を受けて移転せざるを得なかった
機能や、国や市の新設機能、文化・スポーツ施設など、
国や市、民間によって虫食い状に利用された。現在で
はほとんどの施設が城外に移転し、文化公園としての
公園整備や文化財の保護が進められている。

大濠地区は戦後、中心市街地付近に位置する未利用
地として公共公益施設の受け皿となる側面があった。
この地の存在が戦後、福岡部での都市機能の郊外への
転出を防ぎ、天神地区の中心性の保持に影響を与えた
可能性も考えられる。

5. 研究の総括
5-1. 都市形成過程への跡地利用の関わり

本研究では、福岡市都心部の跡地利用状況を分析し
都市形成過程との関わりを明らかにした。図 3 に総括
図を示す。戦前に天神地区で形成された官庁街は、第
十三回共進会の跡地を利用しており、その後周辺施設

も含め何度も跡地転用を繰り返した。天神地区への商
業機能の集積も、公共施設の跡地が商業施設に転用さ
れたことにより実現している。一方、博多部ではそも
そも中心部での跡地の発生が少なく、業務・商業の集
積は移転後の博多駅周辺へ移転した。大濠地区の旧軍
用地は、戦後公共施設移転や新設の受け皿となったこ
とが確認された。

総じて、跡地利用が頻繁に行われた場所は、共進会・
博覧会会場や旧軍用地であった場所が主であった。そ
のため既成市街地の機能を入れ替え続けるには、そう
いった大規模跡地がかつて発生したことが重要である
と考えられる。

5-2. 今後の展望
跡地利用実態を整理すると、時代背景や地区ごとの

特色が明らかになった。同様の分析を他都市でも行い
比較することで、その都市のみで見られる特色や共通
して見られる特色が明確になる。それにより都市の形
成過程における大規模跡地の影響をさらに詳細に評価
することができると考える。

脚注
(1) 大規模なものだと、1887 年第五回九州沖縄八県連合共進会、1910 年第十三回九州沖縄
八県連合共進会、1927 年東亜勧業博覧会、1936 年博多築港記念大博覧会などが開催された。
(2) 本研究では福岡市都心部を対象とし、境界線を東は石堂川、西は菰川、南は城南
線と住吉通りに設定する。
(3) 那珂川を境に西側を福岡部、東側を博多部と呼ぶ。
(4) 福岡市は 1961 年に第一次福岡市総合計画、1966 年に第二次福岡市総合計画を発表。第
二次では、第一次のような工業導入偏重をさけ、第三次産業の路線上で広域的な地域経済の
発展に対応する管理中心都市としての都市機能の充実を図るとしている。(参考文献10より）
(5) 鐘紡プール ( その前は鐘紡工場 ) 跡地に 1996 年に開業した商業機能を中心とす
る複合施設。
(6) 従前の機能は各年代の地図から読み取れる機能、活用後はその 30 年後の地図か
ら読み取れる機能とする。
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